
２０２２（令和４）年度 v1.0

神奈川県少女ソフトボール連盟

第３８回オ－ルスタ－大会

開催日 ２０２２年１２月１１日（日）
会場 小田原市酒匂川スポーツ広場
主催 神奈川県少女ソフトボール連盟
主管 西湘少年ソフトボール連盟
後援 神奈川県ソフトボール協会

ナガセケンコー株式会社



大会要項

主催 神奈川県少女ソフトボール連盟

主管 西湘少年ソフトボール連盟

後援 小田原ソフトボール協会

協賛 ナガセケンコー株式会社

会期、会場 ２０２２年１２月１１日(日) 小田原市酒匂川スポーツ広場

参加・出場資格 ２０２２年度神奈川県少女ソフトボ-ル連盟に登録されている６年生

参加料 １，０００円/選手一人(大会当日納入)

試合方法 参加者を４チ－ム（トーナメント戦）または３チーム（リーグ戦）に分ける

競技規則 ２０２２年度（財）日本ソフトボール協会オフィシャルソフトボールによる

別途、本大会特別ルールを定める

① 試合は７回戦６０分とし６０分を越えて新イニングに入らない

② コ－ルドゲ－ムは、荒天・日没時は３回終了時で成立

得失点差は３回以降１０点差、５回以降７点差とする

③ ベンチは、組合せ番号の若い方を一塁側とするが

試合が連続する場合は移動しない

④ 試合前のフィ－ルディングは５分間とし

２試合目及び面の移動後は行わない

試合球 ナガセケンコー社製検定２号球
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トーナメント組合せおよび試合時間

【トーナメントの場合】 期日 ２０２２年１２月１１日（日）

開門 ０８：３０　～

※ 組合せ番号の若いチームを一塁側ベンチとする。

ただし試合が連続する場合は移動しない。

※ 試合「あ、い、う」は規定回数・時間を経過して同店の場合は、抽選で決する。

試合「え（決勝戦）」は規定回数・時間を経過して同店の場合は、決着のつくまで

タイブレークを行う。

「
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」
負
け

優勝

い

え 第３位
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あ
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う

「
あ

」
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ソフトボール場Ｂ面
あ い う

1-2 3-4 三決
撤収

え

決勝戦

10:00 11:20 12:40 14:00 15:30
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リーグ組合せおよび試合時間

【リーグの場合】 期日 ２０２２年１２月１１日（日）

開門 ０８：３０　～

※ 組合せ番号の若いチームを一塁側ベンチとする。

ただし試合が連続する場合は移動しない。

※ 順位決定は、勝ち点(勝ち１・引分け0.5・負け0)・当該対戦結果・1回のタイブレ－カ－・抽選の

順で決定する。

10:00 11:30 13:00 14:30

ソフトボール場Ｂ面
1-2 1-3 2-3

１ ２ ３

S1 S2 S3
撤収

勝点 当該 順位

２ Ｓ１ Ｓ３

１ Ｓ１ Ｓ２

３ Ｓ３Ｓ２
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コロナウィルス感染予防について

№

1

2

3

4

5

6

7

8

8

9

10

11

14

※審判は、体調不良の時は参加しない。（必ず、朝、検温してくること）

整列
試合開始時の整列はベンチ前に整列して礼を行う。
（バッターボックスに沿って並ばない、試合終了後の整列もベンチ前とする）

試合中

試合球は、半イニング毎に必ず交換する。
（ピッチャープレートのところに置いたままにしない）

試合中、ベンチからの応援が大声にならないよう注意する。
（極力発声は少なくする）

審判、役員へのお茶出しは実施しない
(後援会でジャグを用意、各自給水する)

ベンチ内で大声は出さない、声出し応援はしない。

プレイ中の選手以外はマスク着用を義務づける。
（熱中症に注意する）

区分 内容

試合開始前

攻守を決めるコイントスのあと、お互い握手はしない。

フィールディング後の監督確認時（メンバー変更の確認時）に
お互い握手をしない。

上記№2の際、体調不良者がいないか？監督に確認する。
(熱等ある者がいないか等再確認)

上記の時、体調不良者は試合に出さないようお願いする。
（感染防止にため）

審判員による用具チェックは行うが用具には触れない方法で行う。

チーム関係者(選手、コーチ、保護者)の体調管理は、
各チーム責任の下徹底する。

ベンチ内は、選手の他、監督＋コーチ２名＋スコアラー＋
救護の父母２名以内とする。
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新型コロナウイルス感染症 体調管理

新型コロナウィルス感染拡大を防ぐため、来場されるすべての方々の体調を調査させて頂きます。

連絡先としての個人情報と、大会日の７日前からの体調等を別途提示する用紙に記入し、

チーム毎に提出ください。

感染者が発生した場合は、保健所等関係機関へ情報を提供することがあります。

なお大会終了後、２週間経過し感染者か発生していなければ安全に破棄します。

記録用紙のイメージ

　本申告書は、各種大会において新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、

　参加者の健康状態を確認することを目的としています。

　本申告書に記入いただいた個人情報は、主催者が厳正なる管理のもとに保管し、

　チーム関係者の健康状態の把握、来場可否の判断および必要なご連絡のためにのみ利用します。

　また、個人情報保護法等の法令において認められる場合を除きご本人の同意を得ずに第三者に

　提供いたしません。

　但し、大会会場にて感染症患者またはその疑いのある方が発見された場合に必要な範囲で

　保健所等に提供することがあります。

チーム名

責任者名

住所

電話番号

メールアドレス

＜大会前１週間における健康状態＞ ※該当するものに「〇」で囲ってください。

No
当日体温

℃

のどの

痛み

だるさ

等

臭覚・

味覚異常
倦怠感

身近に

感染者
渡航履歴

濃厚

接触者

1 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

2 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

3 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

4 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

5 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

6 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

7 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

8 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

9 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

10 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

11 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

12 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

13 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

14 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

15 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

16 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

17 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

18 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

19 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

20 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 有 ・ 無 肯 ・ 否

新型コロナウイルス感染症 体調管理表 （団体用）

連絡先および健康状態申告のお願い

個

人

情

報

氏名
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2022年度　第43回新人戦兼第15回春季全国大会予選会　グラウンド駐車場　資料

・乗用車、マイクロバスは、P2・P3へ。進入は赤→でお願いします。
・子どもの乗り降り荷物の積み下ろしは各駐車場で行ってください。
・ソフトボール場土手の（緑色塗りつぶし）の路上では、子どもの乗り降り荷物の積み下ろしは禁止します。
・駐車車両には、チームプレートをお願い致します。
・役員・審判さんP２へ駐車をお願いします

寿町終末処理場

ホンダプリモ

交番 業務スーパー

　　試合会場は、②、③
　　練習会場は、①、④を
　　お使いください。

小
田
原
大
橋

酒匂川

サッカー場

大会本部

管
理
棟

ＫＡＯ・カネボウ

Ｐ２

Ｐ３

１
２

３ ４

小田原大橋

交番前

今井

ガード下
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駐車票

下図を差参考にして、車外から確認できるよう掲示ください。

なお、駐車票１ページで２台分の記入ができます。この場合「破線」で切り分けご使用ください。

駐車票のイメージ

１９５８年生まれ

八神　純子

０９０－１２３４－５６７８

チーム名

お名前

携帯電話

チーム名

お名前

携帯電話
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厚木市

あつぎの3字と鮎3尾をもって「あ」の字型を図案化し、

市民の和合と発展を象徴している

川崎市

「川崎」の「川」の字を表すだけでなく、

市民の歴史とともに流れ続ける多摩川と、

それと同じように発展する「川崎」を象徴しています

（大正14年制定）

藤沢市

藤沢市のフジを図案化して躍進観光都市を近代的爽快，

発展的雄飛の象徴として表現したものである

（昭和25年10月1日）

小田原市

波頭で梅花を表したもの

（昭和１６年６月２６日）

大和市

躍進大和市の「大」の文字の全体を円形にかたどり、

鳥の翼をひろげたような形は大和市将来の円満な

飛躍発展を表徴したものです。

（昭和28年11月3日制定）

横須賀市

市章の中央は市名の頭文字「ヨコ」を三浦一族の家紋

「丸に三つ引」風に抱き合せてあり、周囲は港を象徴して

艦船の羅針盤をデザインしました。

[明治45年(1912年)3月16日制定]

横浜市

1909（明治42）年の開港50周年を記念してつくられたもので、

ハマの２字をデザインしたものが採用されました。

公示は同年６月５日で、地質は白、き章は赤です。


